
デイサービスセンター　花園　

平成２９年　８月　３日（木）17：00～17：45

デイサービスセンター　花園

【会議メンバー】

・花園　利用者　　 　　　　　様

・花園　利用者ご家族　　 　　　　　様

・地域の方 7区 　　　　　様

６区 　　　　　様　

・佐倉市高齢者福祉課　介護給付班　 　　　　　様

・志津南社協会長 　　　　　様

・ゆたか苑ケアマネージャー 　　　　　様

【運営推進会議について】

　平成28年4月以降、定員１８名以下の通所介護が「地域密着型通所介護」へ移行し、

おおむね6ヶ月に1回以上の「運営推進会議」の開催が義務付けられました。

事業所が提供しているサービス内容などを明らかにすることで、ご利用者の抱え込みを防止し、

地域に開かれたサービスとして、サービスの質の確保を図ります。

会議の構成員は、＊ご利用者及びその家族

　　　　　　　　　　　 ＊地域住民の代表者（町内会・自治体などの地域団体の代表者や役員、

　　　　　老人クラブの代表、民生委員など）

　　　　　　　　　　　 ＊所在する市町村または地域包括支援センターの職員（佐倉市は交代で）

　　　　　　　　　　　 ＊知見を有する者（高齢者福祉や介護保険制度などに関する学識経験者や教育者、

　　　　　　　　　　　　　社会福祉協議会などの役員、他法人のケアマネージャーや社会福祉士などの

　　　　　　　　　　　　　有資格者、または地域密着型通所介護事業所の管理者、その他高齢者福祉事業に

　　　　　　　　　　　　　携わるものなど）

【デイサービスセンター花園　概要】

　　　平成23年　11月　佐倉市中志津６丁目で新規開所

　　　平成28年　　７月　佐倉市中志津７丁目に移転

　　　

第３回　運営推進会議



【デイサービス花園　運営・活動状況】

　　・利用者登録　（8月1日現在）　15名　
介護度 要介護　１ 要介護　２ 要介護　３ 要介護　４ 要介護　５

人数 1 6 5 2 1

　　・利用者年齢　（8月１日現在）
年齢 65歳～69歳 70歳～74歳 75歳～79歳 80歳～84歳 85歳～89歳 90歳～94歳 95歳～

人数 2 1 2 4 2 3 1

　　・お泊りデイ利用者　定員５名
・登録　9名
・常時利用者　２名　　ショート利用　7名

　　・人員体制
・生活相談員　兼　管理者　
・介護スタッフ　　　　　　　　１5名　（男子　2名・女子　13名）
　　スタッフ保持資格

介護福祉士、福祉コーディネータ、健康福祉運動指導員、福祉用具専門相談員、
ガイドヘルパー、コミニティソーシャルワーカー、認知症介護実践研修終了
看護師、認知症ライフパートナー、認知症ケア専門士、認知症ケア指導管理士、
糖尿病療養指導士
社会福祉主事、介護支援専門員
初任者研修、ヘルパー2級
認知症サポーター

　　・地域との連携
・中志津6区　介護勉強会に講師として参加。オムツ介助、車椅子介助など指導。
・中志津6区　防災訓練に参加。車椅子介助など指導　
・中志津6区　朝のラジオ体操でセラバンド体操を指導
・社会福祉協議会主催　森の茶屋へ利用者さまと参加
・志津ユーカリ苑　オレンジカフェに利用者さまと参加
・地域の方の介護相談
・平成27年12月、いちよ・たかこ・やぎりんトリオ　コンサート主催
・送迎ドライバーを地域の方に依頼
・平成28年12月、いちよ・きよ・やぎりんトリオ　コンサート主催
・平成29年3月9日、志津南消防署と消防訓練、消火器訓練
・平成29年6月4日、6区防災訓練に参加



【ご利用者の状況・活動内容】

・8/1現在　平均年齢　８2.3歳。１００％が認知症との診断がでています。

・送迎にて通所の方、お泊りの方とも、朝の挨拶にはじまり、水分補給、バイタルチェックを済ませ

　各種機能訓練、能力トレーニング、洗濯物たたみ、新聞折り、食事の用意のお手伝い、入浴など

　毎日の利用者さんの状況にあわせて過ごしています。

・2月、3月、4月、5月、6月、志津南社協　「森の茶屋」の行事に参加させていただきました。

・ラベンダー畑、ひまわり広場、神社・お寺めぐりなど、季節を感じる外出レクをしています。

・アイパッドを利用して、パズルや回想訓練などで脳トレをしています。

・セラバンド、ボール、踏み台昇降、下肢マッサージ器等を使用した機能訓練。

・手指など、道具を使った機能訓練。屋外歩行訓練。

・花園手作りの機能訓練グッズの紹介。

　　踏み台昇降、手指機能訓練、ボードを使った脳トレ、棒体操の仕方の紹介

・日本訪問歯科協会の協力を得て、お口の健康相談会の実施。

　　ご家族と共有

【今後の取組み】

・スタッフ資格取得のための研修参加

・ボランティアスタッフの受け入れ

・地域社協、地域のみなさんと、連携をはかる

・福祉相談会の開催

・地域、地区の集まり、行事予定をうかがい、参加可能の調査、実施。


